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本研究の目的は,人 口が減少 している地方中小都市に縮小均衡型のまちづ くりの考え方 を適用 して,ま ちなか居住の

推進方策を検討することである。対象 とした室蘭市輪西地区では,人 口が最盛期の20,000人 から5,730人 に激減 したこ

とか ら,コ ミュニティ崩壊の危機意識が住民間に強い。一連のワークショップを通 じて,く らしの広場づ くりを起爆剤

として,次 の段階で傾斜地の戸建住宅から平地の集合住宅への住み替えによって,ま ちなか居住を実現 させる方向で合

意形成ができた。 くらしの広場は1999(平 成11)年6月 に建設が決定 したが,ま ちなか居住は部分的なものにとどまり,

全面的な実現に向けて,不 要宅地の扱いと緑化やバ リアフリー対策等の課題が未解決である。

キー ワー ド=1)縮 小 均 衡型 の まちづ くり,2)ま ちなか居住,3)人 口減 少,4)中 心 市街 地,5)市 街地 再 編,

6)商 業近 代化,7)市 民参 加,8)ワ ー ク シ ョップ,9)空 き店舗 ・空 き家,10)バ リア フ リー

A STUDY ON METHODS TO PROMOTE "LIVING AT CENTRAL ZONE"

IN LOCAL MEDIUM AND SMALL CITIES
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   The concept of the well-balanced compact city was applied to Wanishi Area in Muroran City in order to realize "Living at 

Central Zone". The concept was agreed among inhabitants at Wanishi Area. "Living Plaza" consisting of comercial facilities and 

public facilities should be firstly constructed and then "Living at Central Zone" which means removals from detached houses at the 
hillside to apartments at the flat built-up zone should be carried out after inhabitants' experience of success of "Living Plaza" and 

convenience of it.

1.は じめに

室蘭市は,道 央圏(札 幌市が中心)の 南端 に位置 し,

北海道の14支 庁のうち,胆 振支庁の所在地であ り,20の

広域生活圏のうち,西 胆振広域生活圏の中心都市である。

なお,東 胆振広域生活圏の中心都市は苫小牧市である。

室蘭市は,新 日鉄(新 日本製鉄)と 日鋼(日 本製鋼所)

を基幹産業に明治以降,日 本の近代化 とともに発展 し,

戦後の復興や高度経済成長期 に発展をして きたが,1971

(昭和46)年 の ドルショック,1973(昭 和48)年 の第1次 石

油危機,1979(昭 和54)年 の第2次 石油危機iによる基幹産

業の相次 ぐ合理化により,人 口が著 しく減少 した。すな

わち,1969(昭 和44)年(ピ ーク時)の 人口は183,000人 で

あったが,1994(平 成6)年 の人口は113,000人 に減少 し

ている。このような大幅な人口減少は,北 海道内の34市

の中では,旧 産炭都市6市 を除 くと見 られない。最盛期

に4基 あった新 日鉄の高炉は1基 となり,そ の存続すら

も危ぶまれたが,1994(平 成6)年4月 に三菱製鋼 と新 日

鉄の合弁会社室蘭特殊鋼が操業を開始 し,人 口減少が鈍

化 した。 しか し,そ の後 も高齢化 と少子化の進行により,

人口は,毎 年1,000人 余 り減少 してお り,1999(平 成U)

年3月 末の人口は105,464人 である。1969(昭 和44)年 から

1994(平 成6)年 の大幅な人口減少の最大要因は基幹産業

の合理化であったが,室 蘭市に隣接する登別市鷲別地区

への住宅立地(室 蘭市からの住み替え)も 人口減少に拍

車をかけた。また,室 蘭市内においても,蘭 西(室 蘭駅が

中心)地 域か ら蘭東(東 室蘭駅が中心)地 域への人口移動

や唯一のデパー トの移転があった。こうした総人口の減

少や市内の移動は,人 口に比例する商業,と りわけ小売

業に大 きな影響 を与えた。室蘭市の行政区域は,9地 区

に分かれているが,特 に輪西地区が大 きな影響を受けた。

本研究の目的は,人 口が減少 している地区に 「縮小均

衡型の まちづ くり」の考え方を適用 し,よ り住みやすい
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地区の将来像を目指 して関連する問題点を明らかにする

とともに 「まちなか居住」の実現方策について検討する

ことである。なお,対 象地区に室蘭市輪西地区を選定 し

たが,対 象地区を絞 り込む前に室蘭市内の他地区につい

ても,『まちなか居住』の可能性 を概括的に検討 した。

2.縮 小均衡型のまちづくり

2.1縮 小均衡型のまちづ くりの必要性

1999(平 成11)年3月31日 の住民基本台帳人口によれば,

北海道(全212市 町村)の 中で人口増加市町村は,札 幌

市へ通勤が可能な市町村,函 館市,旭 川市,室 蘭市,苫

小牧市,帯 広市及び釧路市等の中心都市に隣接 し,ベ ッ

ドタウン化 している市町村に限 られ,170市 町村では人

口が減少 している。 また,高 齢化や少]i.化に伴い,今 後

も人口減少が続 くと予想 されている。従って,大 半の市

町村では,人 口減少を前提 にして,バ ランスのとれたま

ちづ くりを進めることが必要である。人口減少市町村に

おいても,世 帯分離による世帯増加があるが,既 成市街

地に散在する空き地等 を活用すれば,収 容できる。

「縮小均衡型のまちづ くり」は,将 来人口が減少 し,

市街地面積を拡大する必要がない都 市の まちづ くりの考

え方 として,都 市計画学会誌 『都市計画』第199号(特

集:人 口減少 ・家族変動下の都市 ・地域計画〉娼 で,大

坂谷が提唱 したものである。すなわち,将 来人口が減少

する場合,市 街地を外延的に拡大する必要がなく,む し

ろ,住 民が より快適で便利 に生活できるように市街地 を

再編 して,「 まちなか居住」 を推進するという考え方で

ある。

人口減少によって,中 心市街地には空 き地,空 き家,

空 き店舗が発生 してお り,そ れ ウ)を活用すれば,「 まち

なか居住」が可能になる。

2.2ま ちなか居住

人口減少,高 齢化,少 子化が進行 している地方中小都

市 において,「縮小均衡型のまちづ くり」を進めること

は,「 まちなか居住」を進めることを意味する。

人口減少下で郊外開発 をすれば,低 密度の新市街地 を

拡大すると同時に既成市街地の空洞化を進めるだけで,

既存インフラや公共公益施設のストックを有効に生かせ

ない。市街地整備にあたっては.新 規の郊外開発を原則

的に抑制 し,既 成市街地の再編 ・再整備を主とする。入

口減少下では,既 成 市街地の遊休地,空 き地を活用 し,

一定の人口密度を確保することが活性化につながる。高

齢者や身障者が 「まちなか居住」をして,公 共施設(市

役所や社会福祉施設)や 日常生活施設(商 店街や病院)

へ徒歩や車いすで行けるようにする,,「まちなか居住」

を推進 して,自 家用 車を使わな くて もすむようにする。
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交通が不便で,自 動車に大 きく依存する郊外の戸建住宅

から,既 成市街地の集合住宅に住み替える。その代わ り

に既成 市街地の道路の歩道や交差点の横断部分をロー ド

ヒーテ ィングに して,冬 季 も安全に歩けるようにする。

まちなか居住を進めると,災 害時の相互の助け合いやボ

ランテ ィア活動 も容易になる。

まちなかにある病院や百貨店など,不 特定多数の人が

利用する建築物のバ リアフリー化だけでなく,道 路や公

園などもバ リアフリー化することが,時 代の要請 として

ますます重要になっているひ。

2.3縮 小均衡型のまちづくりの特徴

① コンパク トな市街地

人口が減少 し,既 成市街地に空 き地や空き家等が発生

しているので,新 たに市街地を拡大する必要はな く,コ

ンパク トな市街地形成が可能である。

② まちなか居住の推進

今後,さ らに高齢化が進行するので,商 店街や公共施

設に歩いて行けるまちなか居住を推進すべ きである。

③既存ス トックを生かす

既成市街地に空 き地,空 き店舗,空 き家,集 合住宅の

空き室が発生 してお り,立 地条件が良い物件が少な くな

いことから,そ れらを有効に活用すべ きである。縮小均

衡型のまちづ くりでは,新 たな施設需要が生 じないこと

から,既 存ス トックのグレー ドア ップ(老 朽化 した施設

の建替を含む)に よって,生 活環境の質的な向上を図る

ことがで きる、,

④複合用途開発嬢

文化施設や福祉施設を集合住宅と複合 させれば,利 便

性や利用率が向 ヒする。地方中小都市で土地利用の純化

を進めると,中 心市街地が空洞化 したり,ま ちの活力が

低下 し,ま ちの個性 も失われる。まちなか居住を堆進す

るためには,例 えば,公 営住宅,民 間住宅,商 業施設,

公共施設(行 政機関や社会福祉施設など)を 全天候型緑

地で結びつけた ものを実現させるべ きである。

⑤交通結節点の強化

公共交通の利用者の漸減傾向を抑えるためには,駅 や

バスター ミナル と公共施設の複合等による機能強化が必

要である。室蘭市では特急が停車する東室蘭駅 と道南バ

スター ミナルが500m離 れていて不便であるが,商 業近

代化計画の策定中に東室蘭駅に隣接する国鉄清算事業団

用地へのバスター ミナルの移転が発表 され,駅,バ スタ

ー ミナル,シ ョッピングセンター,駐 車場 ビル,ホ テル

等からなる複合商業施設の建設計画が動 き出した。

⑥ インフィル型の整備手法

既成市街地に空き地や遊休地が散在 しているので,そ

れらを 「まちなか居住」,「複合用途開発」,「交通結節点

催能の胎イklに 活田すべ きである.中 、ド・古街佛乃びその



周辺には,空 き店舗,工 場跡地,国 鉄清算事業団用地等

があ り,こ れらを市街地の再編 ・再整備のタネ地 として,

公営住宅の建替事業,都 心型住宅建設,複 合用途開発等

に活用する。

⑦ 自然の復元

まちなか居住 によって,不 要になった市街地を市街化

区域から市街化調整区域 に編入 した後に緑化する等の方

策を講 じて,自 然を復元することが,環 境共生都市の実

現や地球環境問題への対応 とい う観点か ら必要である。

⑧連鎖的な事業の展開
一度 にすべての事業を行 うことは

,合 意形成 に多 くの

時間を要 し,資 金面か らも困難な場合が多いので,基 本

計画に従 って,実 現性が高い事業から順次着工 して,連

鎖的に事業を展開していく必要がある。その方が,活 力

の持続性,合 意形成の容易 さ,新 しい話題の提供(情 報

発信性)の 面か らも好 ましい。

⑨積極的な市民参加

行政依存体質か ら脱却 し,市 民(商 業者,地 元企業を

含む)主 体のまちづ くりを積極的に進めることが必要で

あ り,こ れを行政が支援する。国と地方 自治体の厳 しい

財政状況を考 えると,自 立的な市民のまちづ くりを行政

が支援することが,今 後のまちづ くりの基本になる。

⑩ まちづ くりに関する情報の公開

市民参加のまちづ くりを進めるためには,ま ちづ くり

情報の公開が不可欠である。情報公開により,市 民,行

政,専 門家が,ま ちづ くりに関する情報を共有で きる。

⑪空 き地,空 き家,空 き店舗の情報提供システム

空 き地,空 き家,空 き店舗の存在を知っても,そ れら

の所有者,売 買価格,賃 貸条件,連 絡先等の情報が未整

備で情報を入手 しにくいことが,既 存ス トックの活用の

障害になっている。また,ま ちなか居住を実現するため

には,空 き地や空き家の情報の提供が欠かせない。新 し

く商売 を始めたい人には空 き店舗を紹介すべ きである。

住み替えや空き店舗の活用 を進めるためには,空 き家,

空き地,空 き店舗の情報を市民,新 規開店希望者,企 業

に伝えることが重要なので,「 情報提供 システム」 を行

政と商工会議所が共同で構築する。

(平成6)年 の93.1%に 低下 している。その後,1994(平

成6)年 か ら1998(平 成10)年 に約10ポ イン トも低下 して

いる。 これは,商 業近代化計画(1995(平 成7)年3月)

の進捗状況が中島地区を除いて順調でないことや投資意

欲の低調 さと密接に関連 している。

西胆振広域生活圏の中心都市である室蘭市の商業の生

き残 り戦略は,札 幌市や東胆振広域生活圏(苫 小牧市 中

心)に 対抗できると同時に広域生活圏内の登別市や伊達

3.室 蘭市の商業環境

3.1室 蘭地域商業近代化計画

室蘭市の行政区域は,図3-1に 示すように9地 区に分

かれている。各地区に商店街があるが,1994(平 成6>年

度に策定 された 「室蘭地域商業近代化計画』(1995〈平成

7>年3月 完成)文4)の 対象 になったのは,中 央地区,輪

西地区,東 地区,中 島地区及び本輪西地区の5地 区であ

る。これ らの対象地区を図3-2に 示す。

表3--1か ら室蘭市民の購買先 を時系列でみると,室 蘭

市 の自市 内吸 引率が,!984(昭 和59)の96.7%か ら1994



市 との競争に勝てる商店街を形成することである。 さら

には,室 蘭市内の各地区の商店街が機能分担や役割分担

をしなが ら,各 地区の特色を明確 にすることである。す

なわち,室 蘭市の商業ビジョンは,① 広域商店街の形成

と②地区ごとに統一したテーマに基づ く商店街づ くりの

2つ に集約できる。

また,商 業近代化にかかわる各種施策を① 都市環境

(都市的振興方向=主 に行政主導),② 商店街環境(商

店街的振興方向=主 に商店街主導),③ 個店環境(経 営

的振興方向=主 に個店の努力)に 分けて責任や役割分担

の明確化を図った。

さらに経営者の意識改革 も非常 に重要である。空 き店

舗や空き地が商店街の連続性を阻害 している場合が多い

ことから,上 層階を住宅にする,共 同店舗化,空 き地の

共同利用(借 り上げ駐車場),等 価交換 による店舗の集

約化,再 配置等が不 可欠である。また,経 営効率面では,

過剰 な店舗数,売 場面積の調整が必要である。

各地区の商店街の現況及び特性に 「室蘭市の商業の生

き残 り戦略」である①広域圏の中心商店街の形成,② 地

区ごとに統一 したテーマに基づ く商店街づ くりを考慮 し,

中島地区を西胆振広域生活圏の中心商業地である 「広域

型商店街」に位置づけた。中央地区と東地区は 「地域型

商店街」 と位置づけた。輪西地区と本輪西地区は 「近隣

型商店街」 と位置づけた。また,地 区ごとの統 …したテ

ーマに基づいて,各 地区を特徴づけるために特化型商業

集積 という考え方を導入 した。

3.2商 業近代化計画策定後の動き

各地区の商業近代化計画策定後の動 きを定住 人口の確

保 と絡めて考察した概要 を以下に示す,

(1)中 島地区

商業近代化計画では,広 域型商店街に位置づけられ,

①中島中央通 りの拡幅整備 と沿道建築物の地区計画の適

用による建替,② 中島鷲別通 りの整備,③ 知利別川の改

修事業,④2つ の大型店(丸 井今井室蘭支店 と長崎屋中

島店)の 間にある空閑地の活用,⑤ 回遊性を持たせるた

めの中小路のネッ トワーク形成などが整備項 目として盛

り込 まれた。広域型商店街 を目指 したまちづ くりの検討

が進められ,新 日鉄用地 を取 り込んだ市街地再開発の準

備組合が1999(平 成11)年3月 に設立 された。中島地区は,

東地区とともに,1999(平 成11)年9月14日 に 「中心市街

地活性化法」に基づ く中心 市街地に指定 されたので,室

蘭市あるいは西胆振広域生活圏の商業業務中心 として整

備 される。

商店街周辺では,新 日鉄用地などに分譲マ ンションや

賃貸マンションが建設 され,後 背地の土地区画整理事業

区域で戸建住宅が建設 されていることか ら,定 住人ロの

確保 に問題は少ないが,商 店街の端部はポテンシャルが

低いことから,ゲ タバキ型集合住宅(1階 は店舗)の 建

設よる 「まちなか居住」を検討する必要がある。

(2)東 地区

商業近代化計画では,地 域型商店街 を目指すとされた

が,大 型店が ユ店(室 蘭サティ)で,商 業集積が不十分

であ り,道 南バスタ… ミナルの東室蘭駅東口への移転に

よる交通拠点性の強化を生か して,短 中期的には移転す

るバスター ミナルと一一体 になった複合商業施設や駅前周

辺に再編 ・集約化することで,商 業集積の充実 を図る方

向で,ま ちづ くりが進められている。長期的にはJR室

蘭本線の高架事業 を通じて交通拠点性 を強化す るととも

に中島地区(特 に西口)と の連携を強化するとされてい

た。東地区は,中 島地区と一体的な中心市街地 に指定 さ

れ,広 域型商店街の一一角を担うことになった。

1999(平 成11)年4月 の統一地方選挙で,再 選 された市

長が,東 室蘭駅西口(中 島地区)と 東口(東 地区)を 結

ぶ自由通路(エ レベーター,エ スカレー ターを設置 した

バリアフリーび)自由通路)の 建設を公約 した。

東地区は公営住宅団地が多 く,便 利 な立地条件か ら入

居希望者も多いので,遊 休地を利用 した公営住宅の建設

やポテ ンシャルが低い商店街端部にゲタバキ型集合住宅

の建設による 「まちなか居住」を検討する必要がある。

(3)中 央地区

室蘭の最盛期には商業中心であったが,市 内唯一のデ

パー ト丸井今井室蘭店の中島地区への移転(ユ98ユ〈昭和

56>)年 以後,中 島地区が商業中心 となって,20年 近 く

になることから,中 央地区は,地 域型商店街 と位置づけ

られた。

国鉄清算事業団用地 を活用 したクリエイテ ィブタウン

づ くり(土 地区画整理事業)が 進行 し,1997(平 成9)年

10月 に新 しい室蘭駅が開業 したり,1999(平 成11)年7月

に地ビールレス トランが開業という動 きがあった。 しか

し,リ フレッシュタウンの再生は,ま った くめどが立た

ない状況にある。商業近代化計画の策定中に筆者らは,

やる気のある商業者が既存商店街組織を超えて,ク リエ

イテ ィブ タウンに結集する商業空間の再編を提案 したが,

受け入れ られなかったぴ 。筆者 らは,室 蘭市全体の人

口減少や市内の人口移動の結果,室 蘭の最盛期 に商業の

中心であった中央地区は,基 本的に商業空間(床 面積)

が大幅に過剰であ り,リ ス トラが必要であるのにクリエ

イティブタウンにさらに商業空間が増えるので,リ フレ

ッシュタウンは,よ り大規模なリス トラが必要 と考 えた。

更地であるクリエイティブタウンに再編 ・集約化(縮 小

均衡化)し,既 存商店街を捨てるくらいの大胆な発想 を

採 り入れないと,中 央地区の再生はあ りえない と考えた。

しかし,中 央地区の商業者の動きは鈍 く,ク リエイティ

ブタウンの新 しい駅に近い一等地は,市 外や地区外の資

本に取得され,既 に開業 した店舗は,客 を集めている。



そしてリフレッシュタウンでは,そ の間 も空 き店舗が増

加 したことか ら,1998(平 成10)年 度 に空 き店舗対策モデ

ル事業が,中 央地区を対象 にして実施 された文6」。しか

し,3商 店街振興組合が空 き店舗を活用 した中核施設を

1施 設ずつ運営 したが,既 存商店街全体 をどのように再

生すべ きか,そ の方向性を見い出すことがで きなかった、

商店街の中の空 き地 に4階 建てマ ンション(1階 は駐車

場)と10階 建てマ ンション(1階 は店舗)が 新築 された

が,企 業の借 り上げによる単身赴任者向けである。商店

街 に隣接 した沢地(商 店街 に通 じる道路の両側の傾斜

地)の 戸建住宅や木造アパー トに住む住民(高 齢者が多

い)が 平地にある商店街の中の住宅に住み替えるという

形の 「まちなか居住」ではない。それを実現するには,

商店街において商業空間を再編 し,「 まちなか居住」の

ための空間を生み出すことが必要であるが,商 業空間の

再編のめどがついていない。

(4)本 輪西地区

本輪西地区は,近 隣型商店街 と位置づけされ,旧 国道

に交わる2本 の地区幹線道路の各交差点付近に商店街を

集約する方向でまちづ くりが進められている。後背地に

ある新 日鉄の社宅跡地を日鉄 ライフ(新 日鉄の子会社)

が建売分譲 し,売 れ行 きが順調なことから,商 業空間の

再編 を進めることで,近 隣i型商店街 としての役割 を維持

してい くことが可能である。建売分譲が好調なことに加

え,後 背地には戸建住宅が多いことか ら,現 段階では,

「まちなか居住」 を進める必要性が低い。

(5)輪 西地区

新 日鉄の門前町である輪西地区は,近 隣型商店街に位

置づけられた。輪西地区は,人 口減少が特に著 しく,高

齢化 も進み,小 売業の衰退が著 しいことか ら,思 い切っ

た市街地の再編を行 うことが必要になっている。従って,

次章以降では,輪 西地区を対象にして,ワ ークショップ

その他を通 じて,縮 小均衡型のまちづ くりの適用 と 「ま

ちなか居住」の推進について詳 しく検討する。

3.3室 蘭市における空き店舗対策

多 くの地方中小都市で人口の微減傾向が続いてお り,

今後も続 くと予想されている以上,基 本的に人口に比例

する小売業の店舗数が減少 し,空 き店舗が発生すること

は避けられない。人口が減少 しているのに空き店舗が発

生 しない とすれば,そ れは店舗当た り小売販売額の減少,

すなわち,生 産性の低下 を意味する。空 き店舗の発生に

よる商店街の連続性の喪失は,商 店街の魅力や活力を低

下させるので,商 店街の空間的な再編が必要になってくる。

小売商業にかかわる各種施策は,1998(平 成10)年 度に

中心市街地活性化が大きなテーマの一つとなり,法 整備

と予算措置が講 じられた。法律面では,中 心市街地活性

化法と大規模小売店舗立地法が制定 され,都 市計画法が

改正された。これらは 「まちづ くり3法 」と呼ばれている。

空 き店舗対策事業は,空 き店舗 を利用 して,a.各 種

イベン ト,b.情 報提供,c.チ ャレンジショップを実験

的または暫定的に行っている。過去3年 度分の事業の事

例から内容をみると,商 店街の特徴 を踏 まえて,取 捨選

択的に各種イベン ト,情 報提供及びチャレンジショップ

を3点 セ ットに して実施 している事例が多い。

1996(平 成8)年 に商業近代化計画の対象5地 区で実施

した 『空き地 ・空き店舗調査』文7)では,表3-2に 示 した

ように5地 区合計で空 き店舗129件 と空 き地26件 が確認

された。これ らの大部分は1990(平 成2)年 以降に発生 し

たものであ り,空 き店舗の過半 は築30年 を超えた老朽物

件であり,所 有者は高齢者が極めて多い。また,商 業者

の投資意欲が低調なこと文8)は,老 朽店舗の建替や空 き

地の取得が進まなく,空 き店舗や空 き地がそのまま存在

することを意味する。

空き店舗 と空き地の発生状況,1997(平 成9)年 商業統

計 の商店数,商 店数の増減率(1991<平 成3>年 との比

較)を 併せて考 えると,空 き店舗の件数では中央地区,

商店数の増減率では輪西地区が深刻 な状況にある。

4.輪 西 地 区 の 現 状

前 述 した よ う に 室 蘭 市 の 人 口 は,ピ ー ク 時 の1969(昭

和44)年 に183,000人 で あ っ た が,1994(平 成6)年 に は

113,000人 と大 幅 に 減 少 して い る 。 図4-1に 示 した よ う

に1990(平 成2)年 代 に な っ て,大 幅 な 減 少 に歯 止 め が か

か っ た が,毎 年,1,000人 余 りが 減 少 して い る。

輪 西 地 区 は 『鉄 の ま ち ・室 蘭 』 を象 徴 す る新 日鉄 の 門

前 町 で あ っ た こ とか ら,室 蘭 市 内 で も最 も人 口減 少 が 激

しか っ た 。 す な わ ち,輪 西 地 区 の 人 口 は,ピ ー ク 時 の

1960(昭 和35)年 に20,000人 で あ っ た が,1997(平 成9)年

に は5,730人 に減 少 して しま っ た。 最 盛 期 に比 べ る と71%

の 減 少 率 で あ る。 図4-2か ら新 日鉄 室 蘭 製 作 所 の従 業 員

数 と輪 西 地 区 の 人 口 が連 動 して減 少 して い る こ とが 分 か

る 。 しか も,輪 西 地 区 の1997(平 成9)年 の高 齢 化 率(全

人 口 に 占 め る65歳 以 上 人 口 の 割 合)は23.7%と,室 蘭 市

全 体 の 高 齢 化 率(ユ8.5%)よ り高 く,高 齢 化 が 先 行 して



いる。小売業は基本的に人口に比例する産業であるだけ

にこの ような大幅な人口減少は,室 蘭市全体の小売業に

深刻な影響 を与えた。そして,輪 西商店街は最 も深刻な

影響を受けた文lo)。

三菱製鋼室蘭特殊鋼(1994〈 平成6>年4月 操業)の 進

出によって,新 日鉄の高炉1基 の存続が1991(平 成3)年

末に決定 したことは,新 しい輪西地区のスタートになった。

今後,大 幅な人口減少はないが,高 齢化 と少子化が進

むので,人 口の微減傾向は続 くと予想 されている。

こうした状況の中,商 業者や住民の問に 「このまま放

置すれば,輪 西地区(コ ミュニティ)が 崩壊する」 とい

う危機意識が高 まってい き,「輪西 をより住みやすい街

にするためのまちづ くり」 を住民が主体 となって進める

ことになった。

輪西地区において,住 民参加によるまちづ くりを進め

るにあたり,住 民に対 して,住 民参加の意義を以 下のよ

うに説明 した。

①専門家以外の幅広い意見 を取 り込める

② まちの実情を住民 によく理解 してもらえる

③参加 自体が学習の場になる(経 験の蓄積が重要)

④ まちづ くりに対する責任 を自覚する(住 民,行 政,

専門家の役割分担の明確化)

⑤計画段階か らの参加で,事 業がスムーズに進 む

輪西地区のまちづ くりでは,地 区分科会(商 業近代化

計画の地元組織),説 明会,ヒ アリング,ま ちづ くり協

議会,タ ウンウォッチ ング,ア ンケ… ト調査,ワ ークシ

ョップ,住 民主体の計画づ くりの手法が採 られた。

5e輪 西地区 と商業近代化計画

1991(平 成3)年 末に新日鉄の高炉の存続が決定 したこ

とが,新 しい輪西地区のスター トとなった。 こうした状

況を受けて,筆 者らは,1993(平 成5)年10月 に新 しい商

業近代化計画の策定に着手 した。輪西地区の商業者を主

たるメンバーとする輪西地区分科会が組織 され,地 区ヒ

アリング,「消費者動向調査1」,「 同調査H」,「 来街者

調査」,「経営者意識調査」,「空き地 ・空 き店舗調査」が

実施 され,地 区分科会が7回 開催された。こうした計画

策定過程を通 じて,輪 西の問題点や課題が明確になると

ともに,輪 西の良さが見直された。

輪西地区の小売業は,最 盛期には市内第2位 のシェア

を誇ったが,1994(平 成6)年 のシェアは5～6%で,市

内第4位 となった。自地区吸引率は,総 合(全 品目)で

50%強,最 寄品で90%強,買 回品で300・6弱であった。近

代化計画策定時には,人 口7,300人 であったが,買 回品

を中心に地区外流出があることから,こ れを考慮 した購

買人口は5,000人 と査定 された。自地区来街率が58.5%,

徒歩来街率が49,1%と ともに高 く,購1買 人口の規模など

を総合 して,近 隣商店街に位置づけられた。空 き店舗や

空 き地が商店街の連続性を損ねてお り,筆 者らは,現 在

の路線型の商店街から中核施設 を中心 としたコンパ ク ト

な商店街に再編する方向を打 ち出 し,新 日鉄用地に中核

施設を建設する構想を提案 した。

輪西市街地は,新 日鉄の全盛期の面影を随所 に残 し,

かつて輪西に住んでいたり,働 いていた人たちが,再 び

訪れた時に 「なつか しさ」や 「全盛期の良き時代」を思

い起 こさせる雰囲気を持 っている。一方,市 街地の南側

には輪西バレー構想に基づいて,情 報産業が立地 している。

このような輪西の特徴を踏まえて,筆 者らは,1995(平 成

7)年3月 に完成 した 『室蘭地域商業近代化計画報告書』

の第3分 冊 『輪西地区整備計画』t")で は,「未来に続 く

歴史軸～心のふるさと輪西」をキャッチ フレーズとした。

商業近代化計画の策定中に,輪 西商店街 に残っていた

最後の衣料品店である 『丸越』が,経 営上の理由から廃

業の意向が表明され,商 店街の業種構成 に大 きな穴が空

くという危機 に陥った、,商店街の中に衣料品店がな くな

ることで,利 用客の不便や商店街の弱体化(利 用客の流

出)を 避ける必要があると感 じた商店街の有志が,店 を

続けるために新会社 『わに商会』を設立 し,営 業 を継続

することになった。

1995(平 成7)年3月 の商業近代化計画の完成を受けて,

1995(平 成7)年5月 以降,同 計画を輪西地区の住民や地

権者等に説明する一方,輪 西商店街振興組合が同計画に

基づいて 『輪 西中核施設構想』文12)の検討 を進め,1997

(平成9)年3月 に同構想の報告書をまとめた。 さらに同

年4月 には,商 業者(商 店街振興組合)と 住民(連 合町

会)が 一体 になって,『 輪西地区活性化推進協議会』が



設立 され,ま ちなみ整備検討部会 と中核商業施設部会が

設けられた。こうして,商 業者 と住民が一体 となった輪

西のまちづ くりが本格化 していった。 これを室蘭市,室

蘭商工会議所,筆 者 らがサポー トする体制ができた。ま

た,「 まちなか居住」を実際の まちづ くりに適用 して検

討する機会が得 られた。

6.輪 西地区活性化推進協議会の取 り組み

「輪西をより住みやすい街にするためのまちづ くり」

を住民が主体 となって進めるために一連のワークショッ

プを開催 した。

6.1ワ ークショップ1

1997(平 成9)年4月15日 付け日本経済新聞第1面 に掲

載 された 「町が縮む～再生へ 自治の意識 を問う」畑)で は,

主 に 「人口が激減 した輪西のまちづ くりの取 り組み」 と

「縮小均衡型のまちづ くりの発想」が紹介された。

ワークショップ1は,「 まちの健康診断～早期発見 ・

早期治療で生 き生 きしたまちづ くり～」をテーマ として

開催 され,35名 が参加 した。上記の日本経済新聞記事,

縮小均衡型のまちづ くりの考え方 と特徴(2の ①か ら⑪

の概略説明),輪 西地区の状況(人 口の推移,小 売業の

状況,高 齢化の進行)を 資料 として配布 し,説 明 した。

早期発見は輪西が抱 える問題点をよく知ることであ り,

早期治療は早めに対策を講 じて手遅れにならないように

するという意味である。参加者に 「輪西が抱える問題の

深刻さ」 と 「残された時間があまりないこと」を認識 し

てもらうこと及び縮小均衡型の市街地再編の考え方 を理

解 してもらうことに重点を置いた。

6.2ワ ークショップ∬

参加者の意見の総数は303件 であった。全体的にみる

と,商 店街に関する意見が49件 と最 も多 く,全 意見数の

12%を 占めている。 また,提 案型の意見が多 く,ま ちづ

くりに対する意識や関心の高 さがうかがえた。これは,

ワークショップ1で 「輪西に残 された時間は少ない」 と

いう共通認識が参加者に生まれたことか ら,最 低限必要

なものを整備 しようと考 えた結果 と思われる。ワークシ

ョップHは,輪 西まちなみ整備を目的としたが,高 齢化

が室蘭市内で最 も先行 している地区であることから,バ

リアフリーに関する意見 も少 なくなかった。

改善すべ き点の指摘は道路 に関する意見が多い。路上

駐車が目立つこと,歩 道がないこと,見 通 しの悪い交差

点が多いこと等により,歩 行に危険を感 じている高齢者

が少な くない。輪西地区は,三 方が山に囲まれてお り,

坂道が多いので,冬 季の路面凍結時に滑って危険 という

指摘やロー ドヒーテイング敷設の要望があった。JR輪

西駅 とバス停留所が離れていることの不便 さが,公 共交

通を利用する高齢者から指摘 された。公園については,

高齢者 も楽 しめる公園やベ ンチ等の休憩施設を増やして

ほ しいという意見があった。また,既 存公共施設が老朽

化 して使いづ らい という指摘や輪西の高齢化率が高いこ

とを踏 まえて高齢者向け施設の建設の要望 もあった。

輪西は医院が多いので,住 みやすいとい う意見があっ

た。商店街については,商 品の配達や御用聞 きの要望が

あった。住環境については,輪 西は高齢者が住みやすい

まちであり,高 齢化率が高いので高齢者向け施設の立地

に最適 と評価 されている。輪西は商店街及び新 日鉄の施

設や遊休地が平地にあ り,平 地 を取 り囲む傾斜地に戸建

住宅があることから,「高齢者が傾斜地か ら平地 に移住

できないか」 という意見(住 み替え要望)が 多かった。

なお,ワ ークショップHに 先立ち,「輪西 を歩 こう～

私たちのまち ・再発見～」 をテーマにタウンウォッチ ン

グが行われた。 タウンウォッチ ングは,輪 西を象徴する

場所をウォッチ ングのポイントとして設定 し,輪 西のま

ちの良いところや悪いところなどを把握 した。

総括すれば,市 街地の中心部 に企業用地があり,土 地

の活用度に濃淡があることが,ま ち としての一体性 を阻

害 している。輪西商店街は,前 述 したように衣料品店を

『わに商会』が引 き継いだので,業 種構成 が揃っている

ことや昔なが らの雰囲気 を残 していることが一部の参加

者に評価 された。 しか し,空 き店舗や空 き地のために路

線型商店街の連続性が損なわれ,活 気がないこと,建 物

の老朽化,駐 車場不足等の理由で,時 代遅れという評価

が多かった。道路に関する意見が最 も多かった理由は,

歩道がない,見 通 しの悪い交差点,路 上駐車の多 さ,冬

季の坂道の凍結等,歩 行環境に安全面で問題が多いため

である。公共交通については,JR輪 西駅 とバス停留場

が離れていることやバスが市街地 と北側の新 日鉄工場の

間にある旧国道 を通るが,輪 西市街地内に乗 り入れてい

ないことに特に高齢者から不便 さが指摘 された。

室蘭の全盛期 に建設 された市民会館等の輪西にある公

共施設の老朽化 に加えて,規 模が大 きす ぎるとい う指摘

や機能が時代に合わないという指摘があった。

また,「製鉄所 は最大の財産」や,「 輪西の歴史性」等

を再発見 ・再評価する意見が多かった。

全体的に提案型の意見が多 く,ま ちづ くりに対する意

識あるいは関心の高 さがうかがえた。

6.3ワ ークショップ皿

ワークショップ1,Hで 出た意見 に基づいて作成 した

輪西の将来構想を提示 し,「残された時間はわずか しか

ない」という共通認識に立って,「 す ぐに着手 しなけれ

ばならない ものは何か」をテーマ として開催 された。参

加者35名 が4グ ループに分かれて行われたが,共 通 した

意見を抽出すると,誰 もが住みやすいまちにするための
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定住拠点づ くり,駐 車場 と憩いの場がある中核商業施設

づ くり,商 店街を含む市街地の街路整備 ,バ スの乗 り入

れ1による交通利便の改善,市 街地の緑化の推進に絞 り込

まれた。

ワークショップmは,住 民に 「輪西に残 された時間は

少ない」 という共通認識 を深めてもらい,時 間と費用の

兼ね合いを説明して,限 られた時間や予算を考えれば,

「あれもこれ も欲 しが らずに,自 分たちのまちに本当に

必要なものは何かを考えてもらい,そ うしたものに絞っ

て,優 先的に整備 してい く」 という考え方に立って,住

民自身が取捨選択の決断をすることが最大のね らいであ

った。 これによってエゴを防ぐとい う意図もあった。

まとめた。出た意見を①基本的な考え方 ・ポ リシー,②

利用 してもらう対象層,③ 商業～業種構成,④ 商業～ソ

フ ト施策,⑤ 商業～事業化,⑥ コミュニティスペース,

⑦備えたい施設 ・機能に分類,整 理 した。

「くらしの広場」の中核 となる施設は,商 業施設が中

心 となるにしても,生 活利便全般の向上につながる施設

にすることが重要である。また,市 民会館などの既存公

共施設が老朽化 し,更 新時期 に来ていることも考慮 され

た。単に商業施設の集客力アップのためではなく,生 活

利便全般の向上につながる施設を入れた複合施設 とする

ことが望 ましいという結論から,複 合 させるべ き機能や

事業化手法などが検討された。

6.4ワ ークショップIV

「どうすれば若い人たちが輪西 に残って くれるのか」

を模索するために 「中学生 と語 り合お う」 をテーマに開

催 され,同 地区の鶴ケ丘中学校生徒35名 が参加 した。中

学生の輪西の現状 に対する意見は,大 人 も顔負けの建設

的なものが多かった。また,併 せて実施 したアンケー ト

調査では,「 大人になったら,輪 西 に住みた くない」 と

いう回答が大半 を占め,厳 しい現実が浮かび上がった。

6.5視 察者ワークショップ(番 外)

輪西の中核施設づ くりの事業手法の一つ として,パ テ

ィオ事業が検討 されてお り,徳 島市蔵本商店街パテ ィオ

事業の視察を行った。8名 の視察者による番外編のワー

クショップで出た意見 を①取 り組み姿勢,② 店舗構成 ・

施設構成,③ ソフ ト対応策,④ 事業手法 ・施設設計に分

類,整 理 した,,そ の結果,パ ティオ事業が絶対的な手法

でないこと,す なわち,特 効薬でないことが参加者に認

識 され,輪 西のオリジナリティの必要性が認識 された。

6.6ヒ アリング

1998(平 成10)年2月 に地元の主婦の声を聞 くため,主

婦のヒアリングを行 った。商店街 については,「普段の

買物は輪西で済む」と評価 されている。 しかし,路 線型

商店街にある個店はあまり利用されてな く,駐 車場があ

る 「ホームス トア」(昔 は新 日鉄の購買部)等 に客が集

中 している実態が浮かび上がった。商業近代化計画の策

定の際に行われた消費者動向調査 において,輪 西地区の

自地区吸引率 は,総 合(全 品目)で は50%余 りであるが,

最寄品では90%余 りであったことは,「普段の買物は輪

西で済む」 という主婦の声を裏付けている。

6.7ワ ークショップV

徳島視察の報告を手がか りに 「くらしの広場を構想す

る」 をテーマに開催 され,参 加者は25名 であった。「く

らしの広場」の中核をなす商業施設を中心 とした構想 を

6.8ワ ークショップの総括文14)

一連のワークショップで最 も重要と考えられたものは

「くらしの広場づ くり」であ り,次 に社宅通 りの未整備

による不満を受けた道路の整備が重要 と考えられた。 さ

らには道路が未整備のために緑が少 ない(社 宅通 りは未

整備で街路樹がない)こ とやバスが輪西地区内を運行で

きないことが指摘された。 くらしの広場の予定地は社宅

通 りに面 しているから,社 宅通 りが整備されると,く ら

しの広場にバス停の設置が可能にな り,他 地区との連絡

が便利 になる。また,傾 斜地の住民が安全にくらしの広

場に来られるようにするためにはS字 道路の整備が必要

である。輪西地区の将来像を図6-1に 示す。

最 も重要と考えられた 「くらしの広場づ くり」は,前

述の 「道路の整備」,不 足 している 「駐車場の確保」,敷

地内の緑化 による 「緑の充実」,輪 西の再生をアピール

させ る 「まちなみ景観整備」や 「新 しい顔づ くり」,中

核商業施設 による 「商業活動の充実」,老 朽化 した市民

会館や図書館 に代 わるコミュニティ施設の建設 による

「公共施設の整備」 と 「コミュニティの活性化」を設計

コンセプ トにしており,輪 西のまちづ くりの起爆剤 と考

えられる。

「くらしの広場」に建設される中核複合施設は,単 に

商業機能の集約 ・再編ではなく,公 共施設の再編 と合わ

せたものである。すなわち,老 朽化 した市民会館,図 書

館及び輪西地区サービスセンター(行 政窓口で転出入届,

住民票交付,印 鑑証明書交付等を行 う)を 新 しいコミュ

ニティ施設に再編するものであ り,同 時に老朽化がひど

いために取 り壊 される 「連合町会会館」に代わって,コ

ミュニテ ィ活動の拠点 となる。また,建 設予定地に現存

してお り,取 り壊 される労働会館や民間ビルに入居 して

いる労働組合や企業の事務所及び輪西商店街振興組合の

事務所が入居することが考えられる。初期投資や運営コ

ス トを削減するために,新 日鉄が用地を長期に賃貸 し,

室蘭市が施設を建設 し,委 託 を受けて民間が運営する方

式が提案 された。 さらには新 日鉄の門前町として形成さ



れて きた輪西の歴史性を表現する場 として,鉄 鋼博物館

が例示 された。

商業施設,公 共施設,用 地提供(賃 貸)の 関係から,

「くらしの広場」を作る主体 は,商 業 者,行 政(室 蘭

市),企 業(新 日鉄 と関連企業等)が 中心 になるので,

各主体ができることを検討 し,整 理 した、,しかし,住 民

の利便性の向上 を考えると,そ れだけでは十分でない。

住民の要望が強かった銀行(ATMの みの設置 も可)や

郵便局及び医療機関には,く らしの広場に加わることを

要請すべ きである。建設予定地にいる関係権利者が引き

続いて居 られるようにすべ きである。また,各 主体が協

力 して作 りたいものは,駐 車場不足 を解消する共用駐車

場 と輪西の歴史性を表現する鉄鋼博物館である。

7.誰 もが住みやすい輪西を目指 して

輪西市街地(平 地)は,三 方が山(丘 陵)に 囲 まれ,

北側に新 日鉄がある。そ して,図7--1に 示すように輪西

の市街地 と新日鉄室蘭製作所の間を蘭西(行 政の中心:

室蘭駅中心)と 蘭東(商 業の中心:東 室蘭駅中心)を 結

ぶJR室 蘭本線,旧 国道,新 国道(高 架道路)が 走って

いる。新 日鉄の発展 とともに平地だけでは,人 口を収容

で きな くなり,三 方の丘陵地の斜面が開発され,戸 建住

宅や学校その他が張 り付いた、,平地は,商 店街,新 日鉄

関連施設,新 日鉄アパー トという構成になった。

しかし,1971(昭 和46>年 の ドルショック以降の新日鉄

の人員合理化が進められたことか ら,前 述 したように人

口が ピーク時の20,000人 か ら5,730人 に激減 した。その

ため,市 街地(平 地)に 新 日鉄の遊休地,そ の他の空 き

地,空 き家,空 き店舗が散在 している。現在の5,730人

を収容するのであれば,市 街地面積 も3割 でよいことに

なるから,平 地だけで十分に収容できる。現実には,土

地の所有関係の問題があるので,そ う単純にものごとが

運ばないが,理 論的には,人 口規模 に合わせて市街地を

再編 し,ま ちなか居住 を実現 させ ると,よ り住みやすい

輪西の再構築 が可能である。 まちなか居住が実現すると,

徒歩圏で大半の用事 を済ます ことがで きるので,高 齢者

が住みやすいまちになる。また,ま ちなか居住は,傾 斜

地から平地へ住み替えることになるので,冬 季の坂道の

凍結による危険 も解消 される。輪西のまちなか(平 地)

に散在する遊休地,空 き地,空 き家,空 き店舗をインフ

ィル型の手法で埋めていけば,ま ちなみ景観 も改善 され

る。また,市 街地の密度が高まるので,ワ ークショップ

で指摘 された 「寂れた印象や活気に欠けた印象」 も解消

される。

表7-一一1は,「縮小均衡型 のまちづ くり」の特徴 とワー

クショップの意見や提案の対応を示すが,こ の表か ら誰

もが住みやすい輪西のまちづ くりのために 「縮小均衡型

の まちづ くり」の考え方の特徴,「 まちなか居住」の意

味が住民に正 しく理解されたことが分かる。

ワークショップで出された 「まちなか居住」に関係す

る意見を以下に示す。

・企業が平坦地をたくさん保有 している。

・企業遊休地を活用 して住宅を建てる。

・まとまった企業遊休地は計画的な利用ができる。

・企業遊休地は権利関係が単純である。

・新日鉄アパー トは空き室が多い。

・企業アパ… トの1階 を高齢世帯 に開放 してほ しい。

・傾斜地 に住 む高齢世帯が平地に移れないか。

傾斜地に住 んでいる高齢者世帯等 を平地の遊休地に移

住させて,そ の跡地は緑化 して自然 に戻す という提案が



受け入れられた。輪西地区に隣接する母恋地区では日本

製鋼所の合理化で不要 となった傾斜地にある同社の社宅

跡地(宅 地化の見込みがないため,市 街化区域から市街

化調整区域に編入)を 緑化することが決定 し,1998(平

成10)年 か ら事業が始まっている。

一連のワークショップを通 じた輪西のまちづ くりの成

果は以下のようにまとめられる。

a.商 業者中心の商業近代化計画の整備計画から,輪 西

地区活性化推進協議会の設立 と一連のワークショッ

プを通 じて,住 民参加のまちづ くりにつなげられた。

b.人 口が1/3以 下 に激減 し,高 齢化が進行 している輪

西地区では,「今がまちづ くりのラス トチャンスで

あ り,残 された時間は少ない」 という共通認識を形

成することができ,危 機感 を持っていなかった住民

の現状認識を変えることがで きた。

c.上 記の共通認識 を踏まえて,ワ ークショップを重ね

ることで,き れいごとや総花 的な要求ではな く,

「本当にすべ きこと」 を明らかにで きた。それは,

「くらしの広場づ くり」である。

d.高 齢化率が高い輪西 を 「誰 もが住みやすい輪西」に

変えるためには,「 くらしの広場づ くり」が必要で

あ り,そ れに伴 って,店 舗の集約化や住み替えを避

けて通れないことが確認 された。

e.誰 もが住みやすい輪西 を目指 して,表7-1に 示 した

ように 「縮小均衡型の まちづ くり」の考え方や特徴

が住民に理解され,今 後の進むべ き方向 として 「縮

小均衡型の市街地再編」が合意された。

f.商 業施設や公共施設の再編の第一一歩が 「くらしの広

場づ くり」であ り,住 宅地の再編の方向が 「まちな

か居住」であることが確認 された。

g.「 くらしの広場づ くり」 をはじめとする各種事業の

実現 に向けて,住 民意識のステップアップが住民の

くらしをステップアップさせることが確認 された。

8.今 後の展開と課題

中核商業施設については,1998(平 成10)年 度に中核商

業施設の規模,業 種構成,事 業採算性,事 業手法,融 資

制度等が検討 され,1999(平 成11)年3月 に基本計画文'5)

が作成 された。

その後,1999(平 成11)年6月 末には,新 日鉄が用地を

賃貸 し,商 業者が中核商業施設を建設 し,室 蘭市がコミ

ュニティ施設(老 朽化 した市民会館等の代替施設)を 建

設 し,広 場 と駐車場 を併せて整備することが決定 した。

これは,輪 西地区のまちづ くり活動の実績 を踏まえて,

1999(平 成11)年4月 の統一地方選挙で再選 された市長が

「老朽化 した市民会館 に代わる施設の建設」 を公約 に掲

げたことや中核商業施設の建設予定地で営業 していた新

日鉄関連企業の施設が1998(平 成10)年 秋に営業を停止 し

たことが追い風になった。

さらに中核商業施設については,1999(平 成11)年 度に

中小企業事業団から高度化資金を受けるための審査 と実

施設計が行われ,2000(平 成12)年 度に着工する予定であ

る。中核商業施設 と複合するコミュニティ施設について

は,市 長の選挙公約を受けて,規 模や所要室(行 われる

活動)等 の検討をさらに重ね,早 ければ,1999(平 成11)年

度に実施設計を終えて,2000(平 成12)年 度にも着工の予

定である。

まちなみ整備については,1998(平 成10)年 度にさらに

5回 のワークショップが開催され,中 核商業施設以外の

整備項目や新 しいコミュニテ ィ施設の内容について,検

討が重ね られ,1999(平 成11)年3月 に報告書文16〕が まと

め られた。

まちなみ整備部会は,1999(平 成ユ1)年度に住宅地再編

の検討 を進めて,具 体的な物件(集 合住宅)を 選定 し,

2000(平 成12)年 度に住み替えを一部実現 させたいと考え

ている。

以上の ように 「くらしの広場」 を構成する商業施設 と

公共施設は,一 応のめどがついた。 しかし,輪 西地区と

東地区の問にある日鋼社宅跡地(図3-2を 参照)に シ ョ

ッピングセ ンター構想が,1996(平 成8)年12月 に日鋼 と

室蘭生協(日 鋼の物資部が前身)か ら発表 され,輪 西地

区商店街 と東地区商店街の反対表明を無視する形で,

1999(平 成ユ1)年5月 に着工が決定するなど,厳 しい商業

環境に置かれているので,消 費者である住民の支援が不

可欠 と言える。

まちづ くりの順序は,① くらしの広場の建設による商

業施設や生活利便施設の集約化,② くらしの広場の成功

体験及び利用 による利便性向上の実感,③ まちなか居住

の実現(傾 斜地か 爵)平地への移住),④ 傾斜地の住宅跡

地の緑化となる。

現段階は,① の 「くらしの広場」 にめ どがついたにす

ぎない。② を経て,③ の全面的なまちなか居住 になる。

傾斜地の戸建住宅から平地の集合住宅に住み替 えが実現

すれば,そ れは 『まちなか居住』の実現 を意味する。

1999(平 成11)年 度 に具体 的な物件を選定 し,2000(平 成

12)年 度に部分的な 『まちなか居住』が実現す る見通 し

である。そのためには,新 日鉄 と関連会社が輪西地区の

平地の大部分の土地 を所有 しているので,新 日鉄の協力

が欠かせない。また,新 日鉄のアパー トも,空 き室があ

るが使用で きるものと老朽化のために使用停止になって

いるが取 り壊 されていない ものがある。前者 については,

空 き室を地元住民に開放 して継続的に使用する ものと,

近々に使用停止 にすべ きものに選別することが必要であ

る。 また,新 日鉄のアパー トは,3階 または4階 の階段

室型であ り,ワ ークショップにおいても,高 齢者か らは

1階 を開放 してほしいという要望があった。1階 にして



も敷地 レベルからは5段 の階段があ り,ス ロープは設置

されていない。最近,建 てられた公営住宅のように1階

を高齢者世帯に開放する場合,ス ロ…プを設け,ス ロー

プに手す りを設置する等のバリアフリー対策が必要であ

る。後者 については,日 鉄 ライフ(新 日鉄の不動産部門

の子会社)が,老 朽化 したアパー トを取 り壊 して,集 合

住宅 を建設 し,賃 貸経営する方法 と,老 朽化 したアパー

トを取 り壊 した跡地を室蘭市が買い上げて,ま たは長期

間借 り上げて,市 営住宅を建設することが考えられる。

高齢者世帯が1階 以外の階にも住む場合,エ レベーター

を設置する等のバ リアフリー対策が必要である。また,

各住戸の設計 も高齢者の使いやすさを ト分に考慮するこ

とが必要である。輪西地区は室蘭市全体に比べて,高 齢

化率が高いことか ら,く らしの広場に盛 り込まれていな

い通所型デイサービスセ ンターを公営住宅に併設するこ

とも考えられる。

平地の地価 は傾斜地の地価 より高 く,ま た,人 が住 ま

なくなる傾斜地を買う人がいるとは考 えにくい。高齢者

世帯にまちなか居住 を保証す る…方,不 要 となった傾斜

地の土地を公共に寄付 してもらい,緑 化 していくような

仕掛けが必要である。前述 したように輪西地区に隣接す

る母恋地区では日本製鋼所の社宅跡地の緑化事業が1998

(平成10)年 か ら始 まっている。

また,社 宅通 りの拡幅整備 は未定であ り,そ の整備を

前提 としたバスの運行や緑化(街 路樹)な ど,今 後,取

り組みを進めるべ き課題が少なくない と言える。

9.お わりに

本研究は,ま ちなか居住の推進方策を検討することを

目的としてきた。まちなかには,商 店街があ り,空 き店

舗や空 き地があることから,商 業空間を先 に再編 しなけ

れば,居 住空間を確保することは困難である。本研究の

主査及び委員全員は,1993(平 成5)年11月 の商業近代化

計画策定のための予備 ヒアリング以来,現 在まで輪西地

区のまちづ くりに深 く関与 してきたが,本 研究の報告書

の期限までに,一 連のまちづ くりは完結 しなかった。

「くらしの広場づ くり」 と称する商業空間の再編は,

1999(平 成11)年6月 末に新 日鉄が用地 を賃貸 し,商 業者

が中核商業施設 を建設 し,室 蘭市が コミュニティ施設

(老朽化 した市民会館等の代替施設)を 建設 し,広 場と

駐車場 を併せて整備することが決定 し,実 現に向けて動

き出した。また,ま ちなか居住については,新 日鉄アパ

ー トの開放によって部分的に実現する見通 しになった。

一連のワークショップを通 じて,ま ちなか居住(傾 斜

地の戸建住宅から平地の集合住宅への住み替え)の 必要

性や長所は,住 民に十分に認識 され,そ れを実現 してほ

しい という要望が多かった。 しか し,傾 斜地の戸建住宅

は持家であ り,そ れを処分することは,買 い手がいない

ので,む ずか しいという現実がある。また,傾 斜地に住

むことによる不便 さや冬季の路面凍結等の問題 を承知 し

てお り,買 い手がいないことも承知 していても,依 然 と

して,「土地+住 宅」 を資産と考 える意識は,根 強いも

のがある.ワ …クショップでは,「高齢者世帯にまちな

か居住 を保証する一一方,不 要 となった傾斜地の土地 を公

共に寄付 してもらい,緑 化 してい くような仕掛け」につ

いて,議 論するまでには至 らなかった。筆者らは,母 恋

地区の不要宅地の緑化事業を承知 していた。 しかし,母

恋地区の場合は企業用地であ り,輪 西地区の場合は個人

の土地であること,不 要 となった宅地を買い上げるシス

テムが制度的に確立 されていないことを考慮 し,す ぐに

も実現で きるという誤解 を住民に与えることを避ける意

味か ら,「 まちなか居住」の推進方策の提案 は,新 日鉄

アパー トの空き室の開放,日 鉄ライフによる賃貸住宅の

建設,室 蘭市営住宅の建設にとどまらざるをえなかった。

こうした状況を乗 り越えて,輪 西全体に 「まちなか居

住」を推進するためには,「 くらしの広場づ くり」の完

成後に,輪 西の住民がその利便性 を実感 し,ま た,部 分

的に実現する 「まちなか居住」の体験者の生活の様子や

意見を他の住民が実際に見聞する段階が不可欠である。
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